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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツを表示するための方法であって、
　少なくとも部分的に半透光性であり、かつ光を拡散反射する露出された前面を有するテ
ーマ別オーバレイであって、前記拡散反射によって拡散反射コンテンツを視聴者に提供す
る前記テーマ別オーバレイを準備する工程と、
　前記テーマ別オーバレイの後方に発光性表示装置を配置する工程と、
　前記テーマ別オーバレイの後面に対向する表示スクリーン上にデジタルコンテンツを表
示するように前記発光性表示装置を作動させる工程と、
　前記前面からの光の拡散反射の輝度に基づいて、前記発光性表示装置の光源の照明レベ
ルを調節する工程であって、前記デジタルコンテンツの表示が発光性表示コンテンツとし
て前記テーマ別オーバレイを透過し、かつ前記拡散反射コンテンツと融合し、それにより
視聴者に前記発光性表示コンテンツと前記拡散反射コンテンツとの合成画像を提供するよ
うに前記照明レベルを調節する工程とを備え、
　前記テーマ別オーバレイは、鏡面反射する表面を有さず、
　前記発光性表示装置の光源の照明レベルは、前記発光性表示コンテンツの輝度が前記拡
散反射の輝度の９０～１１０％となるようなレベルに調節され、前記拡散反射の輝度は、
前記表示スクリーンが前記デジタルコンテンツの表示を実行しているときに加えて前記表
示スクリーンが非活性モードであるときにも、前記表示スクリーンの視認が前記テーマ別
オーバレイにより防止され得る輝度に設定される方法。
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【請求項２】
　前記拡散反射コンテンツに関連するデジタル画像を生成し、この生成したデジタル画像
に少なくとも１つのグラフィック成分を追加または挿入することによって、前記デジタル
コンテンツを生成する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記デジタルコンテンツの表示を停止するように前記発光性表示装置を作動させる工程
と、
　次に、前記表示スクリーン上に、次に読み出されたデジタルコンテンツを表示して、前
回提供された前記発光性表示コンテンツとは別の発光性表示コンテンツを提供するように
、前記発光性表示装置を作動させる工程とをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記方法は、前記前面に照射される光を供給する視聴者側光源を、視聴者が前記拡散反
射コンテンツのみを視認できる照明レベルに調節する工程をさらに備え、該工程によって
、前記表示スクリーンの視認は前記テーマ別オーバレイにより防止される請求項１に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に投影像および発光性表示器に関する。より具体的には、本発明は、視
聴者によって発見されることを制限または回避するように、表示装置またはコンテンツソ
ースがカモフラージュされた状態すなわち隠された状態で、投影コンテンツまたは発光性
コンテンツを提供するシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの状況において、情報や画像が視聴者や通行人に絶えず提供されている。例えば、
ショッピングモールや空港ターミナルには、特許文献１～８に開示される表示器のような
情報や広告を提供する多くの表示器が存在する。これらの表示器の多くは、液晶ディスプ
レイ（ＬＣＤ）やプラズマディスプレイ装置等の従来のテレビモニタや表示装置の周囲に
構築される。これらの表示器は、広告、再プログラム可能な標識、情報ステーション、お
よびメニューボードのための標準的なツールとなっている。
【０００３】
　このような表示装置が普遍的になった理由の１つは、表示器上のコンテンツおよびメッ
セージの少なくとも一方を迅速かつ容易に変更でき、ひいては、コストが低減され、新し
く、かつ変化するコンテンツや最新の情報を効率的に提供可能となる点にある。さらに、
ＬＣＤ等の表示装置のコストが徐々に低下し続ける一方、このような表示器の寸法は極小
スクリーンから数平方フィートにまで及んでいるため、多くのビジネスモデルにおいて価
値ある有用なものとなっている。
【０００４】
　しかし、多くの状況において、ＬＣＤ等の従来の表示器の使用は、好ましくない。例え
ば、テーマパークやレストラン等での状況では、従来のＴＶ型によって及ぼされる景観へ
の影響のために、ＬＣＤや類似装置の使用は好ましくない。これらの状況では、テーマに
応じた装飾を施した環境を提供することに多大な努力を費やしてきたが、ＬＣＤや類似装
置を単純に設置するだけでは、所望の効果は得られない。例えば、植民地の村や魔法グッ
ズ店の店頭では、テレビは非常に場違いである。同様に、「ワイルド・ウェスト」レスト
ランやルネッサンスフェアのブースでＬＣＤをメニューボードとして使用することは、テ
ーマに即さない。
【０００５】
　ＬＣＤ等の発光性表示器の代替物として、バックライトで照らされたスライドやフィル
ムを用いて、人目を引くグラフィックスを提供するライトボックス型表示器が存在する。
このスライドやフィルムは、バックライトのフィルタリングおよび拡散を行うほか、周辺
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光を拡散反射させる。バックライトは一般的に、白熱灯、蛍光灯、ＬＥＤ、または類似の
光源で生成された白色光によって提供される。ライトボックスは、高解像度（例えば、Ｌ
ＣＤモニタで実用化されている解像度よりも高い解像度）のグラフィックスを提供すると
ともに、照明色が豊富である点で人目を引く。ただし、従来のライトボックスは、表示の
変更が静的（シングルスライドモデルの場合）または低速（マルチスライドモデルの場合
）であるため、情報表示を動的に変化させるためには実用的ではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許公開第２０１１／０２７３４８５号公報
【特許文献２】ドイツ国実用新案公開第２０２００７０００１８２号公報
【特許文献３】国際特許公開第２００８／０１２７２７号公報
【特許文献４】米国特許公開第２０１０／００１４３１９号公報
【特許文献５】米国特許公開第２００７／０２１１１８４号公報
【特許文献６】米国特許公開第２００９／００１３５７６号公報
【特許文献７】米国特許公開第２００９／０２７３６６０号公報
【特許文献８】米国特許公開第２０１０／０２０１７１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　単にテレビモニタやコンピュータ表示スクリーン等の電子表示装置の形態ではなく、よ
りテーマに即した形態で、メニューボード、広告、情報標識等のように変更や更新が容易
なコンテンツを表示することに対するニーズが、依然として存在している。さらには、ラ
イトボックス型表示器の鮮やかで人目を引くグラフィック表示を提供する一方で、動的に
変化する情報を提示する能力を提供する情報表示装置および方法に対するニーズも存在す
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、モニタ等の発光性表示スクリーン上に表示されたデジタルコンテンツに対し
て、拡散光透過および反射により提供されたコンテンツを融合させるように構成された表
示システムを提供することによって、上記問題に対処する。このことは、液晶ディスプレ
イ（ＬＣＤ）、発光ダイオード（ＬＥＤ）表示器、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示
器、デジタルマイクロミラーデバイス（ＤＭＤ）、陰極線管（ＣＲＴ）等の利用可能な発
光性表示技術に基づく発光性表示装置をスライドや拡散性フィルム等の形態の光拡散表示
要素や光調和コンポーネント等のテーマ別オーバレイとの組み合わせで提供することによ
って、部分的に実現することができる。拡散性フィルムは、透過光、反射光、またはその
両者を拡散するものであり、画像パターンを提供するものであってもよい。一実施形態に
おいて、テーマ別オーバレイは、視聴者に不透明であると視認される前面を有しており、
光の反射によってその前面および前面上の任意の「コンテンツ」（例えば、印刷グラフィ
ックス、テキスト、またはそのパターンや色等のみ）が視聴者に視認される。発光性表示
装置を活性モード、即ち「点灯」モードで作動させると、その表示コンテンツがテーマ別
オーバレイを透過して、この発光性表示コンテンツとテーマ別オーバレイが提供する画像
等の効果とを融合したものが視聴者に同時に視認される。この表示システムにおいて、発
光性表示装置（例えば、ＬＣＤ等）の照明レベルは、発光性表示の輝度が反射性表示の輝
度と融合されるように、視聴者側光源の照明レベルに適合するように選択される。
【０００９】
　より具体的には、視聴空間で視聴者にコンテンツを表示する装置が提供される。この装
置または表示システムは、デジタルコンテンツを提供する表示スクリーンを備えた発光性
表示装置を有する。この発光性表示装置は、特定の照明レベルでデジタルコンテンツが表
示スクリーン上の表示コンテンツとして視認されるように光を選択的に生成して表示スク
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リーンを透過させる光源（例えば、４００～１０００ｃｄ／ｍ２（４００～１０００ｎｉ
ｔ）以上のＬＣＤまたはプラズマディスプレイデバイス等）をさらに備える。この装置は
、表示スクリーン上に配置されたテーマ別オーバレイまたは光調和オーバレイをさらに備
える。一部の実施形態において、このテーマ別オーバレイは、表示スクリーンに対向する
第２面（例えば、後面等）と、視聴者にとって実質的に不透明であると視認されるように
視聴空間から（別の静的なコンテンツ画像の層を介して）照射された光を発光性表示画素
へ拡散および反射、あるいは拡散または反射する第２面の反対側の第１面（例えば、前面
等）とを備える。
【００１０】
　特定の場合には、上記光源は、第１に、非活性モード（即ち、非表示モード）で作動し
、このような非活性モードでは、視聴者による表示スクリーンの全体または一部の視認は
、テーマ別オーバレイによって防止される。この光源は、第２に、光が表示スクリーンを
透過する活性モード（即ち、表示モード）で作動する。この活性モードでは、表示コンテ
ンツは、発光性表示コンテンツとしてテーマ別オーバレイを透過する。前面から離間する
光は、発光性表示コンテンツと同時に、拡散反射および透過コンテンツとして視聴者にと
って視認可能である。一部の実施形態では、発光性表示コンテンツの輝度が、拡散反射お
よび透過コンテンツの輝度と少なくともほぼ等しくなるような照明レベルを設定するよう
に、光源が調節可能である。特定の場合には、表示装置の光源の輝度は、発光性表示コン
テンツの輝度が拡散反射の輝度のおよそ９０～１１０％となるようなレベルに調節され、
ひいては、視聴者は表示コンテンツのソースを容易に識別できなくなる。一部の実施形態
では、拡散反射コンテンツがパターンを有するグラフィック成分を含み、発光性表示コン
テンツが前記パターンと整合し、かつパターンを繰り返すグラフィック成分（例えば、ベ
ニヤ板の木目の繰り返し、印刷ポスタのカラーグラフィック画像の繰り返し、物理的なテ
クスチャの提供等）を含む。この装置において、テーマ別オーバレイは、前面上に、ベニ
ヤ板パネル、印刷織物、及び印刷されたグラフィックを有するフィルムの少なくとも１つ
を備えていても良い。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】発光性表示装置およびテーマ別オーバレイを備えた表示システムの機能ブロック
図であって、表示システムが、拡散反射および透過によって視聴者に提供されたコンテン
ツと、発光性表示装置のモニタまたは表示スクリーンからの光との融合を可能にすること
を示す図。
【図２Ａ】発光性表示装置がオフモード、即ち非表示モードの作動状態にある場合の例示
的な表示システムを示す図。
【図２Ｂ】発光性表示装置が表示モードの作動状態にある場合の例示的な表示システムを
示す図。
【図３Ａ】２つの動作状態を有する図２Ａおよび図２Ｂに類似した別の例示的な表示シス
テムを示す図であって、テーマ別オーバレイが表示器またはモニタを隠している様子を示
す図。
【図３Ｂ】２つの動作状態を有する図２Ａおよび図２Ｂに類似した別の例示的な表示シス
テムを示す図であって、表示器またはモニタが視認されないように隠されたまま、テーマ
別オーバレイを介して表示コンテンツを発光するように作動する様子を示す図。
【図４】ＬＣＤ、プラズマディスプレイ等の発光性表示装置への入力として用いられるデ
ジタルコンテンツファイルの作成方法を示した流れ図。
【図５】表示システムの作動方法を示す流れ図。
【図６】拡散表示要素からのコンテンツを提供する織物層（例えば、可撓性で薄い、ある
いは可撓性であるか薄い材料等）と、透明または部分的に半透明な材料の構造シートと、
テーマ別オーバレイを提供するマスク層との組み合わせを用いる表示システムの一部を示
す図。
【図７】図６の表示システムの後面または裏面（即ち、視聴者側または視聴空間から離間
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する側の面）を示す図であって、発光性表示装置を除去することにより、構造シートおよ
び織物層用の、または拡散表示要素層によって提供されるコンテンツ用の不規則な開口ま
たは表示窓を画定するためのマスク層の一構成（および、錯視または装置部品を明らかに
し得る硬質縁部の存在を回避または制限するように、発光性表示装置からの光のために縁
部を羽毛状にすること）を示す図。
【図８】図６の表示システムの前面図、即ち視聴者側から見た図（ＰＯＶ）であって、（
利用可能な周辺光源またはその他の視聴者側光源に基づいて）織物層からの拡散反射およ
び透過コンテンツと同時に視認可能なグラフィック画像または発光性デジタルコンテンツ
を表示するように発光性表示装置が作動している状態を示す図。
【図９】発光性表示装置がコンテンツ層をさらに備えることによって、３次元（３Ｄ）効
果を提供する別の実施形態の表示システムを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下の記載は、表示システムに関し、該表示システムは、モニタまたは表示スクリーン
から放射または表示されたコンテンツを、テーマ別オーバレイの前面または露出面から反
射または透過されたコンテンツ、グラフィック画像、およびパターンと融合するように構
成される。テーマ別オーバレイから反射および透過の少なくとも一方がなされるコンテン
ツは、単に表示要素表面（例えば、薄い木製パネルまたはベニヤ板）のテクスチャであっ
てもよく、壁紙、ポスタ、織物、透明基板上のプリント、表面に成形された物理的なテク
スチャ等の上の画像、パターン、テキスト等であってもよい。
【００１３】
　「オン」モード、即ち活性モードにおいて、画像、グラフィックス、テキスト等のデジ
タルコンテンツが表示され、一連の発光性表示コンテンツが拡散表示要素を通過するよう
に作用し、テーマ別オーバレイは、「オフ」モード、即ち非活性モードにおいても、「オ
ン」モード、即ち活性モードにおいても、モニタまたは表示スクリーンの存在を隠蔽また
は覆い隠すという点において、「カモフラージュ」している。カモフラージュすることに
加えて、テーマ別オーバレイは、物質に対して透過および反射する両方の光を調和するス
クリーンまたは要素としても作用するため、テーマ別光調和オーバレイまたはテーマ別光
折衝オーバレイと考えてもよい（作動中の構成部品を隠蔽またはカモフラージュするよう
に作用してテーマに応じた環境に融合させる）。なお、オーバレイは、実体を有するスク
リーンである必要はなく、所望の透過量および反射量を有するように選択された塗料等で
あっても良い。テーマ別オーバレイによって提供されるコンテンツは、発光性表示コンテ
ンツと融合して、すべての画像および情報が反射されたように視認される単一の合成画像
を視聴者に提供する（即ち、視聴者が投影に気づいたり、識別したりすることはない）。
この目的のため、モニタまたは表示スクリーンの照明レベルは、例えば、照明レベルを少
なくとも視聴者側光源のレベル以下（特定の場合には、拡散反射コンテンツのレベルと同
等）に維持するように、モニタまたは表示スクリーン用光源を抑制または停止することに
より、２つのコンテンツの融合を容易にするように調整または調節される。
【００１４】
　（テーマパーク等の多くの状況における）テーマ別の視聴空間において、ＬＣＤ、また
は類似の発光性表示器を単純に設置するだけでは、視聴者の体験価値を損ねてしまう。例
えば、旧西部、海賊船、中世の城等の場面で、現代的な製品を用いて、情報を表示すると
、来訪者向けの時代設定テーマが直ちに損なわれる。従来、テーマに応じた環境の設計者
および運用者は、デジタルコンテンツの使用を回避するか、または、入念かつ美しく構築
した環境に吊り下げられた矩形のテレビまたはモニタの外観や雰囲気に耐える必要があっ
た（あるいは、手動でのみ更新可能なコンテンツやメッセージを含む静的な標識やメニュ
ーボードに依存する必要があった）。該表示システムは、焦点距離の長いプロジェクタが
使えない小空間または短空間あるいは小さくて短い空間において表示や興味深い効果を提
供するという必要性や要望に応える。該表示システムは、耐久使用時間が２０００時間に
満たない高価な短焦点レンズや投影用ランプ等の多くの従来の投影技術より頑強で、寿命
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が長い。さらに、この表示システムは、屋内と屋外との両方で情報や広告コンテンツを強
制的かつテーマまたは環境に即した態様で提示する等の様々な目的で、白昼光や周辺光が
明るい状況、照明レベルを変化させる場合（例えば、バックライトの光源等の強度を増減
させることにより視聴者側での照明レベルの変化に対応する場合等）に有用である。
【００１５】
　本明細書の記載および（例えば、１５００ｃｄ／ｍ２以上の）超高輝度ＬＣＤを用いた
実験から明確になるように、本発明者らは、ＬＣＤ等の表示装置が視聴者に視認されず、
ほぼ任意の環境で利用可能となるように、多くのカモフラージュする方法を提示する。該
表示システムは、（ＬＣＤ等の表示装置と視聴者との間に配置された）テーマ別オーバレ
イに関して、いくつかの導光原理を用い、様々な反射および透過の性質を有する特定の材
料を実装する（例えば、部分反射ガラス枠、生地または織物シート、木材または紙類の薄
膜層等）。導光原理としては、拡散層または要素の前面の照明（例えば、図１に示すテー
マ別オーバレイ層または表面からのコンテンツ等）および拡散層または要素の後面の照明
と表示コンテンツとの微妙な調和を図ることが挙げられる（例えば、１０００～１５００
ｃｄ／ｍ２以上という高い輝度を有するＬＣＤ、プラズマディスプレイ、テレビ、または
コンピュータモニタ等の発光性表示装置の表示またはモニタスクリーンを使用する）。
【００１６】
　テーマ別オーバレイは、すべての物質が、様々な程度または量の光を照射されると、光
の一部を反射し、一部を吸収し、一部を透過するという概念を利用する。対象物または物
質の表面（例えば、テーマ別オーバレイの前面即ちコンテンツ生成層または表面等）に光
が照射されると、視聴者の目が対象物表面から得られる光を感知し、脳がその色、テクス
チャ、輝度等を判断する。本明細書に記載の表示システムは、環境のテーマに関連する適
切な材料を利用し、テーマ別オーバレイからの光は、入射光線が（例えば、鏡面加工され
た表面による鏡面反射等ではなく）外見上、多数の角度に反射されるように凹凸または粒
状の表面で反射され、一般に「拡散反射」した光である。また、この表示システムは、テ
ーマ別オーバレイの前面および後面上の光の調和を調節して（例えば、発光性表示装置の
出力光レベルの調節と、すべての光が反射されて、視聴者の目には投影がないと視認され
るように調和を図る視聴者側光源の調節または制御との少なくとも一方によって）、視聴
者が視認できる内容と、表示コンテンツまたは前面からの拡散表示要素コンテンツのみを
視認できるタイミングとを決定または選択的に規定する。
【００１７】
　特定の例示的表示システムにおいて、印刷シフォン、薄いベニヤ板、特注のグラフィッ
クス印刷フィルム等のテーマ別オーバレイの後方に高解像度の高輝度ＬＣＤモニタ（例え
ば、１５００ｃｄ／ｍ２）が配置される。表示システムが休止状態、即ち非活性状態の間
（例えば、テーマ別オーバレイの背面に光が放射されていない場合）、モニタの表示コン
テンツまたはメディアは、黒色の映像のみを表示するようにしてもよい。テーマ別オーバ
レイの前面の前方照明、即ち視聴者側照明は、視聴者に対して物質が画像、テクスチャ、
色、パターン等を反射できるだけの所望の輝度レベルに調整されてもよい（例えば、人間
の目でこの拡散反射コンテンツは視認できるが要素後方に配置されたモニタは視認できな
いように、最低レベルの照明または輝度を使用してもよい）。このように、テーマ別オー
バレイは、例えば板材、物理的な筆筋を有する塗装、あるいは硫酸紙等のように、中実ま
たは比較的厚くて不透明であるよう視認される。
【００１８】
　ただし、次の作動状態では、モニタ上のメディアまたは表示コンテンツが変化して、テ
ーマ別オーバレイを透過するために十分な高いレベルでより明るく点灯または照らされる
ようになる（例えば、反射光と同程度の輝度で透過する）。発光性表示コンテンツは、モ
ニタと重なる領域または隣接する領域で、前面の照明レベルを大きく超え、視聴者の注意
を引き付ける。例えば、この状態で視聴者は、反射光を介してテーマ別オーバレイの前面
の隣接部分と同時に、表示コンテンツを視認し得る。コンテンツは、メニュー、広告メッ
セージ、展示会等の場所特有の情報、アニメのキャラクタ、あるいは幻想的に見える任意
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の他の視覚効果であって、視聴者が過去から未来にわたって中実で不透明であると認識し
続けるような表面に融合する。
【００１９】
　図１は、本発明の一実施形態による表示システム１００の機能ブロック図を示している
。図示されるように、システム１００は、アミューズメントパークのレストラン、富裕層
向けショッピングモールの通路、及びテレビ型の正方形または長方形のモニタの使用が望
ましくないその他の場所等での視聴空間１０４に位置する視聴者１０２に対して、テーマ
別オーバレイからのコンテンツ１２８および発光性表示コンテンツ１４０を融合した独特
の表示を行うように構成されている。
【００２０】
　この目的のために、システム１００は、視聴者１０２から最も近い部分となるように視
聴空間１０４の近傍または内部に配置されたテーマ別オーバレイまたは物理的スクリーン
装置（即ち、カモフラージュ用表示要素、あるいは光調和または折衝装置）１１０を備え
る。具体的には、テーマ別オーバレイ１１０は、視聴空間１０４に対向する拡散表示要素
層または表面、即ち前面１１４からのコンテンツを含む。また、表示システム１００は、
周辺光または視聴者側光１２４を提供する視聴者側光源１２０を備え、周辺光または視聴
者側光１２４は、拡散表示要素面１１４に照射されて、拡散反射コンテンツ１２８として
、視聴者１０２にとって視認可能となる。この光源１２０は、太陽または他の周辺光源や
、光１２４の輝度と表示コンテンツ１３８の輝度とを調和させて、コンテンツ１２８およ
び１４０の両方が表面１１４から拡散反射していると視認されるように、システム１００
の設計者によって制御または設定された照明レベル１２２を有する照明システム等、シス
テム１００を実現するための多くの形態を有し得る。
【００２１】
　表示システム１００は、（例えば、光源１３４が作動した際に表示コンテンツ１３８を
後面１１６上に投影、即ち提供するために）表示要素１１０の後面１１６に対向するよう
に表示要素の後方に配置された発光性表示装置をさらに備える。表示システム１００の重
要な点は、表示装置１３０の作動中に表示装置１３０の存在を隠蔽または少なくとも偽装
するようにテーマ別オーバレイ１１０が選択されるか、または設計されることにある。具
体的には、発光性表示装置１３０（または少なくともテレビモニタ型の矩形形状を隠すた
めの外枠部材）は、オフモード即ち非活性モード（光源１３４からの光のレベル１３６が
低いかゼロのモード）で作動し、かつ視聴者側光源１２０が周辺光または視聴者側光１２
４を提供している場合、視聴者１０２にとって視認可能でないことが好ましい。さらに、
表示装置１３０は、光源１３４が活性モード、即ちオンモードで作動して、後面１１６に
表示コンテンツ１３８を提供している場合に（そして、拡散反射コンテンツ１２８と同時
に視聴者が視認できる発光性表示コンテンツ１４０として表示要素１１０を透過する場合
に）、容易に視認できない。
【００２２】
　このような偽装または隠蔽の機能を提供するため、テーマ別オーバレイ１１０は、少な
くとも一部が半透明または透明に構成されて、光１２４を反射することなく表示コンテン
ツ１３８を通過させる。この目的のため、要素１１０は、表示装置１３０からの光が透過
できるように選択された厚さｔを有していてもよい（この厚さｔは、織物、ベニヤ板、印
刷スクリーンまたはフィルム等、表示要素１１０のために選択された材料によって決まる
）。テーマ別オーバレイの表面１１４は、光源１２０の予測し得る最も高い照明レベル１
２２でも表示装置が視聴者１０２に視認されないように選択された彩色および材料の印刷
シフォンで形成されてもよい。他の実施形態において、表示要素１１０は、表示コンテン
ツ１３８を透過するが、光１２４の大部分を反射して、拡散反射コンテンツ１２８を提供
する紙または厚紙であってもよい。さらに別の場合には、表示要素１１０は、表面１１６
に照射される光（例えば、表示コンテンツ１３８等）を透過するが、光１２４の多くを拡
散反射コンテンツ１２８として反射する薄いベニヤ板パネル、または類似の材料で形成し
てもよい。



(8) JP 6105195 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

【００２３】
　これらの各実施例において、光１２４は、表示要素１１０を通過した後、モニタスクリ
ーン１３２に衝突して反射し、次にテーマ別オーバレイ１１０を透過し、拡散反射コンテ
ンツ１２８は、この光１２４のレベルを大きく超えるものであり、これにより、表示装置
が非活性作動モードの場合は、視聴者１０２は表面１１４が中実で不透明であると視認し
、コンテンツ１２８を認識する。テーマ別オーバレイの表面１１４は通常、反射光１２８
が鏡面反射されたものではなく、拡散反射されたものとなるように、鏡面加工されない。
このために、表面１１４は、多くの紙類、織物、ベニヤ板、および表示要素に用いられる
その他類似の材料等のように、多孔質であってもよい。視聴者１０２が視認するコンテン
ツ１２８は、単に表面１１４上の色、テクスチャ、およびパターン（例えば、木材パネル
の茶色の縞等）であってもよいし、テーマに応じた環境を視聴空間１０４に提供する際、
広告コンテンツを提供する際と、および情報（例えば、メニューボード、ショー時刻また
は情報ボード等）を提供する際との少なくとも１つの場合において有用なグラフィックス
またはテキストを含んでいてもよい。
【００２４】
　表示システム１００は、テーマ別オーバレイ１１０の後面１１６に対向する表示または
モニタスクリーン１３２を備えた発光性表示装置１３０をさらに備える。スクリーン１３
２は、視聴者１０２に対して表示装置１３０の存在をさらに偽装するため、表面１１６か
ら例えば２．５４～１５．２４センチメートル（１～６インチ）以上の距離ｄＳＰＡＣＩ
ＮＧだけ離間していてもよい。一方、システム１００の一部の実施形態では、（例えば、
表示要素１１０がベニヤ板等の比較的不透明であることと、構造的に堅牢であることとの
少なくとも一方の特徴を有する材料で形成されている場合に）スクリーン１３２が後面１
１６に当接している。表示装置１３０は、調節可能または選択可能な照明レベル１３６を
有する光源１３４を備える。好ましくは、光源１３４の輝度または照明レベル１３６は調
整可能であって、発光性表示装置１３０は、表示コンテンツ１３８が発光性表示コンテン
ツ１４０として拡散反射コンテンツ１２８と融合され、さらに表示装置１３０が検出され
ることを防止するように、表示コンテンツ１３８の輝度を調整する（例えば、コンテンツ
１４０は、表面１１４上に幻想的に出現し、かつ拡散反射コンテンツ１２８の一部である
ように出現する）。
【００２５】
　表示装置１３０としては、システム１００を実現するために多くの形態が考えられる（
当然、２つ以上のモニタスクリーン１３２を用いて装置１３０を提供してもよい）。例え
ば、スクリーン１３２には、ほぼ任意のコンピュータまたはテレビ型モニタを使用しても
よい（寸法や形状は本実施形態に限定されない）。一方、特定のシステムは、太陽光の下
でも見えるように構成されたＬＣＤ等の高輝度ＬＣＤおよびプラズマディスプレイの少な
くとも一方を装置１３０に用いてもよい。特定の場合には、光源１３４が１５００ｃｄ／
ｍ２等の超高レベルの輝度１３６を提供可能であってもよい。
【００２６】
　表示システム１００は、プロセッサ１５２を備えたコンピュータや類似の電子装置の形
態が考えられるデジタルメディアソースまたは制御装置１５０をさらに備える。プロセッ
サ１５２は、入出力装置１５４（例えば、キーボード、タッチスクリーン、タッチパッド
、マウス等のほか、モニタ、プリンタ等）の作動を管理して、オペレータがデータや命令
を入力できる（例えば、照明レベル１３６の手動調整、表示コンテンツ１７０の選択、コ
ンテンツファイル１６８の生成等を行える）ようにするとともに、モニタ１５４上のグラ
フィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）表示等を介してデジタルコンテンツ１６８の出
力を受け付けたり一部にアクセスしたりできるようにする。メディアソース１５０は、メ
モリ（図４および図５に示す方法等の特定機能をコンピュータ１５０またはプロセッサ１
５２に実行させるコンピュータ可読コード装置）を備えていても良い。
【００２７】
　プロセッサ１５２は、オペレータがデジタルコンテンツファイル１６８を生成できると
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ともに、（ファイル１６８から）表示コンテンツ１７０を表示装置１３０に提供すること
により、表示装置１３０を選択的に作動させて、表示コンテンツ１３８を出力させる表示
プログラム１６４等、メモリ１６０に格納されたコード、即ちプログラムを実行するもの
であってもよい。表示装置１３０は、コンテンツ１７０に含まれるメディアを、表示また
はモニタスクリーン１３２上に提供する。このメディアは、光源１３４の照明レベル１３
６の設定に応じた表示コンテンツ１３８の輝度で表示される。照明レベルは、表示プログ
ラム１６４で設定され得る。
【００２８】
　特定の場合において、照明レベル１３６は、発光性表示コンテンツ１４０の輝度または
照明レベルが拡散反射コンテンツ１２８の輝度または照明レベル以下となるように選択さ
れる。この目的のため、オペレータは、例えば視聴者側光源１２０の１つ以上の照明レベ
ル１２２ならびに表示要素１１０およびテーマ別オーバレイ表面１１４からのコンテンツ
の特定構成に基づいて光源１３４の照明レベル１３６を手動で試験して、調節することに
より、表示プログラム１６４で照明レベル１３６の設定を行うようにしてもよい。他の場
合において、表示システム１００は、光源１２０の照明レベル１２２（即ち、視聴空間で
表面１１４に照射される光１２４の輝度）を決定するために配置された光センサ１８０を
備えても良い。表示プログラム１６４は、センサ１８０からの輝度データを処理して、光
源１３４の照明レベル１３６の適切な設定（表示装置１３０に送られる光制御信号１８４
参照）を決定するようにしてもよい。この設定は、望ましくは拡散反射コンテンツ１２８
と融合する（例えば、表示コンテンツ１４０の輝度が表面１１４上のコンテンツ１４０の
発光部分からのコンテンツ１２８を少なくとも超える程度の（即ち、わずかに高い）レベ
ル１３４を選択する）、あるいは反射コンテンツ１２８よりも低輝度である発光性表示コ
ンテンツ１４０として表示コンテンツ１３８がテーマ別オーバレイ１１０を透過するよう
に選択されてもよい。
【００２９】
　この点について、システム１００及びその部品によって提供されるような表示システム
の特定の実装例および作動例を示す。図２Ａおよび図２Ｂは、表示システム２００を示し
ており、表示システム２００は、図２Ａに示されるように、非活性モード、即ち第１作動
状態で作動し、次に、図２Ｂに示されるように、活性モード、即ち第２作動状態で作動す
る。システム２００は、薄いシート状またはパネル状のベニヤ板の形態のテーマ別オーバ
レイ２１０を備える。図２Ａおよび図２Ｂは、視聴空間にいる視聴者から見える表示要素
２１０の前面２１２を示している。
【００３０】
　視聴者は、表面２１２をその色（茶色と黒色）およびグラフィック要素２１４（例えば
、木材自体の自然なパターンまたは縞等）と合わせて視認可能である。また、テキスト要
素またはコンテンツ２１６、２１８、２１９も視認可能であり、この場合には、表示要素
２１０がレストランおよびそのメニューに関連する情報を表示するために用いられている
。テキスト要素２１６、２１８、２１９は、表示要素２１０を含む視聴空間のテーマに合
ったフォントまたはスタイルで表面２１２上に印刷されてもよい。グラフィックまたは表
面コンテンツ２１４およびテキストコンテンツ２１６、２１８、２１９は、視聴者側光源
からの光（場合によっては、周辺光）（図示せず）が前面２１２で反射することにより拡
散反射として視聴者に視認される。この場合、視聴者は、表示要素２１０を環境または視
聴空間の中実で不透明な要素と認識する。
【００３１】
　システム２００は、発光性表示装置をさらに備えるが、テーマ別オーバレイ２１０によ
って視認されないように隠されているため、図２Ａおよび図２Ｂには示されていない。図
示したように、視聴者は、ＬＣＤや類似の装置が表示要素２１０のすぐ後方に配置されて
いることを視認できない。また、図２Ａに示すように発光性表示要素がオフ状態即ち非活
性状態で作動している場合（黒色映像のみを表示するか、または光源をオフまたは極低輝
度レベルとしている場合）、視聴者は、テーマ別オーバレイ２１０の前面２１２にグラフ
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ィックまたは表面コンテンツおよび印刷テキストコンテンツ２１４、２１６、２１８、２
１９のみを認識可能である。
【００３２】
　図２Ｂにおいては、発光性表示要素（例えば、図１の要素１３０等）がオンモード即ち
活性モードで作動しており、光源が高い輝度レベルにある（例えば、部分領域２２０、２
３０からの光の拡散反射を超えている）ため、発光性表示コンテンツが生成されている。
点線２２０、２３０は視聴者にとって視認可能ではないが、発光性表示モニタまたはスク
リーンがデジタルコンテンツファイルに基づくコンテンツを表示する領域を示している。
この領域２２０、２３０では、表示スクリーンが照らされて、グラフィックまたは表面コ
ンテンツ２２４、２３４ならびにテキストコンテンツ２２２、２３２を表示している。興
味深いことに、グラフィックまたは表面コンテンツ２２４、２３４は、テーマ別オーバレ
イ２１０の前面２１２の表面またはグラフィック特性２１４と適合および整合するように
構成されている（例えば、背景画像またはメディア２２４、２３４は、色およびテクスチ
ャ等の点で表面２１２と同じであって、その既存の特性２１４と適合している）。このよ
うにして、領域２２０、２３０の画像がテーマ別オーバレイ２１０の後方の表示器によっ
て提供されているものと、視聴者が認識することは困難となる。テキストコンテンツ要素
２２２、２３２は、テキスト要素２１８、２１９と整合し、これら要素のスタイル、色、
寸法、フォント等と整合するように選択されてもよい。これにより、これら幻想的に出現
する要素２２２、２３２は、要素２１８、２１９と同様に、表面２１２上に印刷されてい
るように視認される。例えば、ＬＣＤ上で再生している映像は、ＬＣＤの前方の物理的材
料上に印刷されたものと同じファイル（例えば、“ｘ”．ｊｐｇファイル等）であっても
よい。
【００３３】
　図２Ａおよび図２Ｂの例は、ベニヤやパネル材が視聴空間や環境に整合するウェスタン
・フロンティア（西部の辺境）等の特定のテーマ環境の一部であるように見え、かつ単純
にモニタまたは表示スクリーンであるようには視認されないデジタルメニューを生成した
い場合に有用であり得る。ベニヤの代わりに、木製フェンスやれんが壁等の高解像度の画
像が、ベニヤパネルまたはシートの代わりに、テーマ別オーバレイ２１０として使用可能
なグラフィックフィルム上に設けられても良い。他の場合には、壁紙として印刷された織
物または紙材料が、発光性表示装置のモニタまたは表示スクリーン用の部分の後方を切り
抜いた壁に接着される。別の態様としては、不透明な外側印刷領域が透明な透過領域へと
段階的に変化するアセテート上の透明印刷が挙げられる。
【００３４】
　図示された例において、ベニヤ板が非常に薄く形成され、発光性表示装置の存在を隠蔽
しながらも半透明の性質を有し得る（図２Ａおよび図２Ｂから明らかなように、発光性表
示装置は視認不可能であるが、空間２２０、２３０に発光性表示コンテンツを提供するよ
うに用いられている）。モニタに発光性表示コンテンツを提供するメディアやデジタルコ
ンテンツファイルには、モニタ上に表示されて、テーマ別オーバレイを介して視聴者にと
って視認可能にされる特注のフォントや図柄を含んでいてもよい。
【００３５】
　発光性表示コンテンツのデザインは、テーマ別オーバレイの外観や雰囲気（前面に提供
されるグラフィック要素およびテキスト要素）と融合されることが好ましく、バックライ
ト光源の作動によってモニタまたは表示スクリーンから調節可能または選択可能な輝度で
提供される。一部の実施形態において、表示システムは、テーマ別オーバレイの前面を選
択的に照明するように前方または周辺の照明レベルを規定可能なコンポーネントまたは部
材を備える。この実施例において、発光性表示装置に設けられた連係コンピュータワーク
ステーションおよびソフトウェア（例えば、図１のソースまたは制御装置１５０等）また
はハードウェアおよびソフトウェアによって、視聴空間に設定されたテーマを阻害または
喪失することなく、随時メニュー内容を変更可能である。例えば、発光性表示装置は１６
：９の映像スクリーン（例えば、ＬＣＤ等）であってもよく、視聴空間の視聴者や客は、
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映像スクリーンの存在に気付いたり見抜いたりせず、あるいは、メニューボード上で情報
がどのように変更または更新されたかを判定することはできない。
【００３６】
　図３Ａおよび図３Ｂは、室内すなわち視聴空間３１０にある図柄またはグラフィックポ
スタにおいて更新可能な情報を提示するための別の表示システム３００を示している。視
聴空間またはテーマに応じた環境３１０は、壁面３１２と、１つ以上の照明レベルに設定
して室内すなわち空間３１０に周辺光を提供可能な視聴者側光源３１４とを有する。表示
システム３００は、壁面３１２に掛けられた拡散表示装置３３０の後方に（見えないよう
に隠された）発光性表示装置３２０をさらに備える。この発光性表示装置３２０は、図３
Ａでは第１状態、即ち非活性状態（即ち、照明レベルがゼロか低い状態）で作動している
。図３Ａに示されるように、発光性表示装置３２０は光源３１４からの光では容易に視認
できないが、この光によりテーマ別オーバレイ３３０の前面３３２からの拡散反射コンテ
ンツは、テキスト及びグラフィックの少なくとも一方の要素または成分３３４を含めて視
聴者の目に視認される。
【００３７】
　図３Ｂにおいては、発光性表示コンテンツが拡散表示装置３３０の前面３３２から空間
すなわち領域３５０に提供されるように、発光性表示装置３２０が高い照明レベルで作動
している。発光性表示コンテンツは、（光源３１４からの光の拡散反射により視認可能で
ある）グラフィック画像３３４と同時に視認可能である。適切な融合が行われるように（
例えば、投影が検出されないように）、領域３５０のコンテンツには、色、スタイル、テ
クスチャ、パターン、サイズ、および位置（例えば、適切な配置）について表面３３２上
のグラフィック要素３３４と適合するグラフィック成分または背景成分３５８を含んでい
ても良い。さらに、領域３５０のコンテンツには、室内すなわち視聴空間３１０のテーマ
に適合したスタイルのテキストベースの情報３５６を含んでいてもよい。この例では、発
光性表示コンテンツ３５６が近々開催されるミュージカルショーまたはイベントに関する
情報を提供しており、当然のことながら、コンテンツ３５６は随時（毎日、毎週、毎月等
）容易に変更可能であることが望ましい。このような更新は、発光性表示装置の表示コン
テンツのソースとして使用されるデジタルコンテンツファイルを更新することによって可
能である（例えば、テキスト３５６を変更して新しいバンドが演奏していることが表示さ
れるが、整合し、かつテーマと適合した背景またはグラフィック成分３５８は維持される
）。
【００３８】
　発光性表示装置３２０の輝度または照明レベルは、拡散反射によりコンテンツ３５６、
３５８が表示空間または領域３５０において視認可能になるように、テーマ別オーバレイ
３３０の厚さおよび材料、ならびに視聴空間３１０における光３１４の輝度に応じて調節
または選択される。ただし、そのレベルは、空間３１０にいる視聴者が容易に発光性表示
装置３２０のモニタまたはスクリーンを認識できるほど高くない。
【００３９】
　図４は、テーマ別オーバレイを介して（拡散反射コンテンツとともに）表示されるコン
テンツを発光性表示装置に提供する際に用いられるファイル１６８等のデジタルコンテン
ツファイルの生成方法４００を示している。方法４００は、ステップ４１０から開始し、
例えば、所望の効果または表示の種別および表示システムが用いられるテーマおよび環境
が計画される。方法４００の次のステップ４２０において、特定のコンテンツを表面に設
けたテーマ別オーバレイが選択される。上述のように、この表示要素は織物であってもよ
いし、コンテンツ表面はグラフィック成分およびテキスト成分の少なくとも一方を含む印
刷パターンを有していてもよい。また、別の実施形態としては、印刷テキストまたは画像
の有無を問わずベニヤ板を利用してもよいし、印刷グラフィックスまたはテキストを含む
プラスチックまたは紙シートを利用してもよく、印刷グラフィックスまたはテキストをデ
ジタル的に増強可能であってもよい。
【００４０】
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　ステップ４３０では、例えば、コンピュータシステム（図１のデジタルメディアソース
１５０等）のメモリに格納された前面のデジタル画像を作成することによって、拡散表示
要素表面によって提供されるコンテンツに対するデジタル画像ファイルを作成する。特定
の場合において、ステップ４２０は、デジタル画像を用いて拡散表示要素表面によって提
供されるコンテンツを作成し、このデジタル画像ファイルは、ステップ４３０で読み出さ
れて、発光性コンテンツファイルの作成に用いられる。ステップ４３０で作成されたファ
イルは、拡散反射によりテーマ別オーバレイの前面で視認可能となる画像またはテキスト
に関連した表面パターン、形状、テキスト、色等の情報を規定する。方法４００のステッ
プ４４０は、表示コンテンツを生成するか、読み出す。即ち、ステップ４４０では、設計
者が表示したいコンテンツをメモリから読み出すか、作成する。コンテンツは、メニュー
や広告等のテキスト情報と、グラフィック要素または映像との少なくとも一方を含んでも
良い。表示可能なコンテンツの範囲にはほぼ制限がないが、ステップ４４０では、表示シ
ステムが用いられる視聴空間すなわち環境のテーマ（例えば、西部のモチーフ、中世の城
、富裕層向けショッピングモール、熱帯島の村等）に適合するように選択され、設計され
る。
【００４１】
　方法４００のステップ４５０は、ステップ４３０で得られた拡散表示要素表面ファイル
からのコンテンツに表示コンテンツを追加または挿入して、発光性表示装置用のメディア
またはデジタル表示ファイルを作成する。ステップ４６０は、メディアソースまたは制御
装置（例えば、図１の装置１５０等）から、または発光性表示装置から直接アクセス可能
なメモリに該ファイルを格納する。方法４００は、ステップ４９０で終了してもよいし、
同一または他の発光性表示装置に対してデジタルコンテンツファイルをさらに生成するこ
ともできる。ステップ４５０では、ステップ４４０で得られた表示コンテンツについて、
拡散表示要素表面によって提供されるコンテンツに含まれる既存成分と正確に整合させる
ことと、寸法、スタイル、テーマ等により良好に適合させることとの少なくとも一方のた
めに操作が必要であってもよい。例えば、ステップ４５０では、反射表面からの背景グラ
フィック画像を保持し、ステップ４４０で得られたテキストコンテンツを重ね合わせ、こ
れら背景画像およびテキストコンテンツを拡散表示要素表面からのコンテンツの隣接部分
と適合させるようにしてもよい（例えば、表示コンテンツは通常、反射表面コンテンツの
一部にすぎないため、視聴者が同時に視聴する反射表面の周囲または隣接部分と整合およ
び適合させることが好ましい）。
【００４２】
　図５は、テーマ別オーバレイからのコンテンツを発光性コンテンツと適正に融合させて
、発光性表示装置の表示スクリーンまたはモニタの存在を隠蔽する表示システム（例えば
、図１のシステム１００等）の作動方法５００を示している。方法５００は、ステップ５
１０で開始し、発光性表示装置およびテーマ別オーバレイを選択する。例えば、テーマ別
オーバレイには印刷フィルムを選択し、テーマ別オーバレイが太陽光または非常に明るい
光に露出された前面を有する場合は、太陽光下でも見ることができる発光性表示装置とし
てＬＣＤを選択する。方法５００の次のステップ５２０は、テーマ別オーバレイの後方に
発光性表示装置を配置し、表示スクリーンの位置をテーマ別オーバレイの後面の所望部分
と整合させることを含む。
【００４３】
　方法のステップ５３０では、初めに発光性表示装置を第１作動状態（即ち、非表示また
は非活性モード）で作動させてもよい。この状態では、発光性表示装置がブラック映像を
表示するか、または、テーマ別オーバレイから発光性コンテンツが表示されないように光
源を「オフ」にし、即ち非活動状態にする。ステップ５３６では、制御装置またはメディ
アソースが表示プログラムに応じて、表示を活性化すべきか否かを判定し、活性化すべき
でないと判定した場合は、発光性表示装置が第１状態、即ち非活性状態に維持される。
【００４４】
　方法５００のステップ５３６において活性化すべきと判定された場合には、ステップ５
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４０において、制御装置が視聴空間の（例えば、拡散表示要素表面からのコンテンツにお
ける）照明レベルを検出するか、または、視聴空間にて予測される１つ以上の既定の照明
レベルから選択する。方法５００の次のステップ５５０では、発光性表示装置の光源の照
明（または輝度）レベルを視聴者側の光レベルに合わせて調整または設定する。即ち、発
光性表示装置は、視聴者が反射表示表面上の発光性表示領域からの拡散反射ではなく同表
面から透過した発光性表示コンテンツを視認できるようなレベルで発光性表示コンテンツ
を含むモニタまたは表示スクリーンを照明するように、手動または自動で（制御装置また
はメディアソース等を介して）調節を行ってもよい。これには、同程度の輝度（即ち、コ
ンテンツがこの装置の厚さ方向に沿って透過するとともに、視聴者への反射光によって視
認可能にされるように、拡散表示装置の後面で数％～１０％以上高い割合とした輝度）が
必要であってもよい。
【００４５】
　方法５００の次のステップ５６０では、発光性表示装置を作動させて、選択された輝度
レベルでデジタルコンテンツファイルを表示する。これにより、テーマ別オーバレイ表面
によって提供されるコンテンツの視聴者は、テーマ別オーバレイによって提供されるコン
テンツおよび発光性表示コンテンツ（例えば、図１のコンテンツ１２８、１４０）を同時
に認識または視認する。次に、方法５００は、ステップ５３０の発光性表示装置を第１作
動モード即ち非活性作動モードに戻ることと、ステップ５４０において、視聴空間または
拡散表示要素表面によって提供されるコンテンツにおいて照明レベルの変化を検出するこ
ととの少なくとも一方を実行する。また、方法５００のステップ５７０は、表示コンテン
ツを更新すべきか否かを判定してもよい（例えば、メニューボードを変更して、朝食から
昼食、または昼食から夕食に変更された新たなメニューを表示する）。更新すべきでない
と判定した場合、方法５００は再度判定を行ってもよいし、ステップ５９０で処理を終了
してもよい。更新すべきと判定した場合には、方法５００は、ステップ５８０において、
メディアソースのメモリから次のコンテンツファイルを読み出し、ステップ５４０から（
発光性表示装置の照明レベルに変化がない場合はステップ５６０から直接）処理を継続し
てもよい。
【００４６】
　図６は、拡散表示要素からのコンテンツを表示コンテンツと融合させてモニタまたは表
示スクリーンを用いていることを偽装した表示が可能な表示システム６００の別の実施形
態を示している。図示された表示システム６００は、モニタまたは表示スクリーン６１４
を備えたＬＣＤテレビ等の発光性表示装置６１０を備える。システム６００は、スクリー
ン６１４の形状および境界の少なくとも一方を偽装するマスクを備えた薄い透明材料（例
えば、プラスチック、ガラス）等のマスキング要素６２０を有し（例えば、反射光または
放射光によって視認可能となるスクリーン６１４の形状を変えるようにスクリーン６１４
の一部を隠すために、薄いシートの表面上の不透明な塗装層の形状は不規則であって良い
）、マスクは硬調または羽毛状の階調となっている。
【００４７】
　システム６００は、構造支持部６３０をさらに備え、構造支持部６３０上には、可撓性
のテーマ別オーバレイ６４０が、前面６４２を外側（例えば、視聴空間にいる視聴者側）
に向け、かつ表示コンテンツを受け入れるように後面６４４をスクリーン６１４に向けた
状態で、貼付されている。一実施形態において、構造支持部６３０は、ポリカーボネート
製シートやＬｅｘａｎ（登録商標）製シート等、枠状またはシート状の透明材料であり、
要素６４０は、視聴者側光の拡散反射により視聴者に視認可能である表面６４２上のグラ
フィックまたはテキストコンテンツを提供する印刷を施した織物またはシフォンのシート
である。
【００４８】
　図７は、発光性表示装置６１０を取り外して、マスキング要素６２０を示した表示シス
テム６００の背面図である。図示したように、マスキング要素６２０は不透明な羽毛状マ
スク６２１（例えば、要素６２０の枠またはシート表面に適用された黒色塗装等）を備え
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、マスク６２１は、構造シート６３０を貫く視聴用孔または視聴用窓６３１の不規則形状
（モニタとして予測されるような単なる正方形、長方形、円形等ではない）、および羽毛
状の縁部を画定する。発光性表示装置６１０が表示モード、即ち活性モードで作動する場
合、発光性表示装置６１０のスクリーン６１４は、視聴孔または視聴窓６３１を介してテ
ーマ別オーバレイ６４０の後面６４４にコンテンツを表示すること、および光を放射する
ことのみが可能である。
【００４９】
　図８は、表示システム６００の前面図、即ち視聴者のＰＯＶ図であって、発光性表示装
置６１０は、スクリーン６１４がバックライト光源に照らされた活性モードで作動してい
る。バックライトは、表示コンテンツがテーマ別オーバレイ６４０（ならびに、マスキン
グ要素６２０および構造シート６３０）を介して発光性表示コンテンツ６１５として視聴
者に視認可能になる輝度または照明レベルにある。表示コンテンツ６１５は、視聴窓６３
１を介してのみ視認可能であって、本実施例におけるパターンまたはグラフィックス６４
３等のテーマ別オーバレイ６４０の前面６４２からの拡散反射コンテンツと同時に視認さ
れるか、認識される。図８に示されるように、表示またはモニタスクリーン６１４自体は
、視聴者に視認されず、表示コンテンツのみが視認可能である。
【００５０】
　図９は、視聴者９０２のために、３次元（３Ｄ）効果を実現するように使用可能な別の
表示システム９１０を示している。表示システム９１０は、バックライト光源９１２を備
え、バックライト光源９１２の上には、背景テクスチャまたはグラフィック画像（あるい
はテキスト）を提供するシート状の紙類や織物等の半透明層９１４が配置されている。バ
ックライト光源９１２が半透明層９１４を照らすように作動すると、システム９１０は、
他の構成を必要とすることなく、視聴者９０２が、半透明層９１４によって提供される背
景コンテンツを視認することを可能にする。システム９１０は、テキストまたはグラフィ
ックス等の前景コンテンツのソースとして作用する表示モニタ９１６をさらに備える。バ
ックライト光源９１２が、モニタ９１６とともに作動する際に、システム９１０は、テク
スチャ層、即ち背景層９１４からのコンテンツと、表示モニタ、即ち前景コンテンツソー
ス９１６からのコンテンツとを含む融合されたテクスチャ及び表示コンテンツ９１８を出
力する。
【００５１】
　一部の実施形態において、表示モニタ９１６は、（例えば、図１のメディアソースから
の）前景コンテンツをデジタル的に提示するように作用する分極層を備えたＬＣＤモニタ
または表示スクリーンの形態を有する。前景コンテンツは、（例えば、半透明層９１４お
よびモニタ９１６を光が透過する輝度における）バックライト光源９１２の作用によって
、半透明層９１４のコンテンツと同時に表示されることができる。半透明層９１４をモニ
タ９１６の前面から離間して配置することによって、３Ｄ視差効果が実現されるとともに
、視聴者９０２に認識される。使用の際に、モニタ９１６によって提示されるコンテンツ
は、背景層９１４およびそのメディアまたはコンテンツを維持した状態で、容易に変更お
よび更新可能である。
【００５２】
　本発明を詳細に説明してきたが、本開示内容は例示的なものに過ぎない。当業者であれ
ば、特許請求の範囲に開示したように、本発明の精神および権利範囲から逸脱することな
く、各部の組み合わせや配置に関する多数の変形例を容易に想到することができる。
【００５３】
　本発明に特有の表示器の実現方法を詳しく説明するために、現時点では、図１の表示装
置またはシステム１００について、さらに議論することが便利であり得る。テーマ別オー
バレイ１１０は、一部が不透明で一部が透明という同じ特性の白色印刷層または基板１１
４を備えていても良い。例えば、後面１１６は、一部が特定の割合で透明なグラフィック
印刷層を備えていても良い。光源１２０からの光１２４は、前面１１４を通過して、この
印刷層または後面１１６に衝突し、画像またはコンテンツ１２８を視聴者の目１０２に向
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けて反射する。本実施例において、白色の裏板が、前面１１４を照らす「バックライト」
を形成するように作用し、前面１１４上の画像を、より明るく、「力強い」画像にする。
裏板は、その拡散性により、「画素ボックス」の拡散にも関わる。テーマ別オーバレイ１
１６の透明度または透明の割合は、反射画像１２８が、表示装置１３０からのコンテンツ
１３８に基づいて視聴者１２０まで放射されるコンテンツ１４０と、望まれるように融合
され、ひいては、光およびコンテンツ（または画像）１２８、１４０の組み合わせの全て
が反射されたものとして視聴者１０２に認識されるように選択される。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図４】

【図５】 【図６】
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【図８】 【図９】

【図７】



(18) JP 6105195 B2 2017.3.29

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  ダニエル　エム．ジョセフ
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９１５２１　バーバンク　サウス　ブエナ　ヴィスタ　スト
            リート　５００
(72)発明者  マーク　エイ．ライショウ
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９１５２１　バーバンク　サウス　ブエナ　ヴィスタ　スト
            リート　５００
(72)発明者  デイビッド　エイ．シャーリー
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９１５２１　バーバンク　サウス　ブエナ　ヴィスタ　スト
            リート　５００
(72)発明者  ジェームズ　ディ．ムーア
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９１５２１　バーバンク　サウス　ブエナ　ヴィスタ　スト
            リート　５００
(72)発明者  エバレット　ケビン　トマス
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９１５２１　バーバンク　サウス　ブエナ　ヴィスタ　スト
            リート　５００

    審査官  櫻井　茂樹

(56)参考文献  特表２０１０－５２０４９４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｆ　９／００
              　　　　１３／００－１３／４６
              　　　　１９／１８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

